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巻頭言

河合によれば、「元初まりの話」の示す答
えは、物理学の法則のような、いつどこに
でも当てはまる普遍的なものではない。そ
のテクストと対峙する中で彼の言う “ スパー
ク ” が走ることがあり、それはその人なり
に見出す “ 輝き ” のようなものである。そ
の輝きは人によって異なり、その人でさえ
もその時にしか得られないような極めて個
別的な答えなのだ。そうした輝きを普遍的
な答えと見なさない態度で「元初まりの話」
と向き合うことが大切だと彼は言う。

ところで、「元初まりの話」のもととなっ
た「泥海古記」は、「こふき」本として諸本
が残されている。教祖の高弟らがそれぞれ
記したものであるが、教祖はいずれの「こ
ふき」本についても良しとされなかったと
伝えられている。その理由については、様々
な解釈があるが、河合の読みは興味深い。
教祖には、「元初まりの話」は明確に記すこ
とのできないものだという確信があったの
ではないかと考えるのである。

「泥海古記」は朱を入れて書き直す類の
ものではなく、人により、その時々により、
それぞれに見えてくるものであるからこそ、
良し悪しも言われなければ、廃棄せよとも
言われなかったのではないかと彼は推測す
る。「元初まりの話」は、その時々でその人
なりの答えが現れてくる開かれたテクスト
である。そのような性質のテクストである
以上、いずれの「こふき」本も良しとしなかっ
た教祖の判断は、むしろ必然だったという
ことになる。「元初まりの話」の本質を深く
見抜いた読みと言えるだろう。

［註］
（１）河合隼雄（1987）「深層心理と『元の

理』」『G-TEN』第 20 号、55 ～ 74 頁。
（『講座「元の理」の世界１：「元の理」
の人間学』に再録）。河合の論考にお
ける「元の理」は狭義の意味、すなわ
ち「元初まりの話」を指している。

「元の理」を何度か読んでみるが、結局分
からない。しかし、読むほどに次第に好きに
なってきて、「なるほど」と思うことが出て
くる。逆に、簡単に我々の頭で分かったのな
ら、それは「元の理」とは言えないだろう。
分かろうと思うのであれば、何度でも読み返
すしかなく、頭の中ではなく、腹の中に入れ
ないといけない。「元の理（元初まりの話）」
についての河合隼雄の見解である。

（１）

彼が「元初まりの話」の中でまず取り上
げるのが、“ メザル一匹 ” である。この創造
説話では、せっかく誕生した人間が全て出
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てしまい、その後の八千八度の生まれ
変わりを経て、最後にめざる

0 0 0

が一匹だけ残
るが、それは何を暗示しているのか。それ
が分かれば、それぞれの人生で自分にとっ
ての “ メザル一匹 ” が何であるかが分かる
時が来る—河合はそう示唆する。

彼はまた、このサルの意味を色々と思い
浮かべるのは良いものの、これだと決めつ
けることのないようにすべきだと釘を刺す。
例えば、このサルは孤独を意味していて、人
間はどこかで孤独になる存在であり、孤独に
なったところから話は始まるのだ—その
ように決めつけたとしたら、浅薄としか言い
ようがないと断言する。彼にとって「元初ま
りの話」は、イメージを無限に膨らませるよ
うな態度で接するべきテクストであり、読む
度に異なる答えが立ち現れるようなテクス
トなのだ。

天理教の教会長が悩みの相談を受け、「元
初まりの話」に照らして答えが見える時があ
るかもしれない。だが、これが絶対に正しい
道だと思い込むのが最も危険なことだと河
合は強く戒める。それはその場限りの答えで
あって、相談に来る人ごとに話を聞いて、照
らし合わせなければならないと言うのであ
る。彼は臨床の現場において実際に同じよう
な姿勢でクライエントと向き合ってきたに
違いない。臨床家ならではの読みと言える。
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